
 

１．はじめに

前号に引続き利用例を紹介しながら INTER-
GLADの使い方や機能などを説明する。
前号では，「このような特性のガラスはある

か／あるとしたらどんな（組成，他の特性な
ど）ガラスなのか」という検索と，その結果リ
ストの画面から容易に得られる情報を，次いで
INTERGLADの解析機能に触れながら「ガラ
スの組成と特性との関係」や「ガラスのある特
性と他の特性との関係」が容易に可視化できる
ことを紹介した。
今回は１次検索の知見からデータを絞り込ん

でいく２次検索と，できるだけデータと情報を
多く収集する例－拡張，補間－について紹介す
る。結果は色分けで可視化されている例が多い
ため，前回同様，INTERGLADのマニュアル
第５章に掲載している利用例で確認して頂きた
い。

２．用途が明確なガラス：２次検索で絞り込む

２－１．＜例＞半導体パッケージ用シールガラス
の調査。（利用例１．１２）

＜検索条件＞用途のみを指定（選択で指定す
る）－Electronics，Electrical/ Solder Glass，
Sealing Glass/for Semiconductor Package。

＜検索結果＞１７０３件が抽出される。
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図１ 半導体パッケージ用シールガラス検索結果

図２ シールガラスの元素分析画面
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とや，結晶化ガラスや複合材なども含まれて
いることがわかる。また，元素分析を行う
と，B（ホ ウ 素），Pb（鉛），Zn（亜 鉛）を
含む組成が多いことが特徴的であることもわ
かる。更に本例では，PbO量と Sealing 温度
の関係，Sealing 温度と熱膨張係数の関係を
X―Yプロットで可視化しているので参照し
て頂きたい。

【２次検索】鉛，アルカリを含まないシールガ
ラスの調査。

＜検索条件＞成分欄に Pbと，１次検索で抽出
されたアルカリ成分（Li，Na，K，Rb，Cs）
を含まない（NOT）と指定。

＜検索結果＞３８９件が抽出される。
元素分析により，P，V，Al の比率が増え，

Teや Tl もかなり使用されていることがわか
る。

図３ シールガラスの元素分析画面
（無鉛，無アルカリ）

２－２．＜例＞FRP用のガラス繊維の調査。（利
用例１．１０）

＜検索条件＞外観・特徴・製法でFiber を，用
途で Plastics，FRPを，さらに出典でCata-
logue を選択。

＜検索結果＞１８件のデータが抽出。
結果のリストに引張り強度，ヤング率を表

示させ，引張強度でソートする。

【２次検索】リスト中の強度の高い S―Glass の
調査

＜検索条件＞ Commercial（User）Glass で S
/S―Glass を選択し，【Develop】をクリック
して組成に展開して検索を行う。

図５ S―Glass を組成展開して検索する条件設定

＜検索結果＞９件のデータが抽出。カタログ以
外に文献情報も抽出される。

３．データを広く集める；拡張と補間

高温特性などデータ数が少ない場合に有効。
＜例＞ホウケイ酸塩ガラスの高温粘度を検索。
（利用例１．６）
＜検索条件＞
ガラス系：Boro―Silicate，特 性：Viscosity
７００℃かつ拡張検索【Extension Search】。
＜検索結果＞８６８件のガラスが抽出された。
拡張検索により，リストには７００℃の測定値
がないガラスも含まれる。７００℃前後のデー
タから内挿或いは外挿が可能な場合は，補間
計算により７００℃の値が求められる。

図４ 高強度ガラス繊維検索結果
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＜データ補間＞補間条件は温度特性の急変する
Tg：転移点を外して温度範囲を設定し，補
間結果はデータリスト画面内にピンク色の数
字で表示される。

この補間結果は，データ解析で元々の検索結
果の測定値データと同じように扱われる。

補間データを多く集め，解析に使用した例と
して，利用例１．７に，シリカガラスの１１００℃
以上の高温粘度の，温度依存性プロットが示さ
れているので参照して頂きたい。結果の温度－
特性プロットは図８のようになり，１０点中７
点が補間データである。

図８ シリカガラスの高温粘度（補間データ含む）

このように検索結果に補間データを追加して
解析を行うことで，データの傾向をより可視化
することができる。

次回は更に踏込んで，検索結果から特性の予
測を行う例なども紹介する。

図６ 補間条件の設定画面

図７ 補間結果が表示されたデータリスト
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